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フィリップ・ロス・フォックスウェルによる
オーラル・ヒストリーの翻訳と解説

―日本宣教 30年をふり返って（2）―

岩田三枝子

初めに

　本オーラルヒストリーは、1991 年に行われたホイートン大学ビリー・
グラハム・センターのアーカイブ室による、フィリップ・ロス・フォック
スウェルに対して行われたオーラルヒストリー記録（インタビュアー：ポー
ル・A・エリクソン）の全文翻訳の後編である

（1）

。
　前号の前編では、フォックスウェルの宗教的な家庭環境、手品との出会
いや、ホイートン大学在学中の様子、日本宣教開始期の状況、また東京基
督神学校開校の経緯などに触れられていたが、今回の後編では、東京基督
神学校のさらに詳細な様子や、東京キリスト教短期大学及び共立女子聖書
学院との合同に寄せたフォックスウェルの思い、また日本文化や天皇制へ
の視点が語られている。
　第二次世界大戦後の間もない貧困期から、やがて経済的に豊かになって
いく日本の戦後の変遷を見つめてきたフォックスウェルのオーラル・ヒス
トリーからは、個人の決断よりも家族や共同体の決断が優先されたり、明
確な発言を避けて遠回しに語るといった日本文化の側面に戸惑いながら
も、日本文化への理解に努め、また経済的に優位な宣教師側が一方的に上

（1）前号に引き続き、貴重な資料であるフォックスウェルによるオーラルヒスト
リーの翻訳と掲載を快く許可してくださったビリー・グラハム・センターのアー
カイブ室に心からの感謝を申し上げる。
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に立つのではなく、宣教師と日本人が対等な立場に立って宣教が推し進め
られていく様子を喜びとする姿が見られる。一方では、日本の天皇制に対
して厳しい批判の視点を持ち、「天皇礼拝は、日本人をキリスト教から遠
ざけるための優れたサタンの装置の一つ」と明言し、天皇制を危惧する。
1950 年代から 70年代の日本宣教を振り返るオーラル・ヒストリーであり
ながら、今日の日本宣教にもなお示唆に富む指摘となっている。
　さらに、注目すべき箇所の一つとして、フォックスウェル自身も「言及
に値する」と述べているフォックスウェルの東京ティラナスホールでの役
割に触れる部分を取り上げたい。東京ティラナスホールは、1959 年、地
方から上京するクリスチャンの大学生のため、宣教師チャールズ・コー
ウィンによって、西東京市に創設された学生寮であり、2019 年現在もティ
ラナスホールの働きが継続されている。フォックスウェルはこの寮の活動
初期に関わった経緯に触れ、この寮での活動の一環として、神学校から教
員を寮に送り、夜には「キリスト教世界観と彼らの世俗の学問とを統合す
る手助けとなるようなプログラムをデザイン」した、と述べている。また
このプログラムの目的について、一般の大学で学ぶクリスチャンの学生た
ちが、「頭のある部分ではキリスト教」だが「頭の他の部分では、紛れも
なく非キリスト教的な哲学を持ち、その二つを統合することがない」ため、
「学生たちが自分たちの大学で聞いたこととキリスト教世界観を統合でき
るように助ける」ためであったと語る

（2）

。
　フォックスウェルはオーラル・ヒストリーのさらに別の箇所で、自身の
日本宣教において最後まで関わった教育分野としてキリスト教教育哲学
をあげ、聖書と他の学問分野の知識が「並行的に理解されている」のでは
なく、「全ての知識と御言葉とを統合するということは、日本で発展と普
及が必要な概念」であったと指摘している。

（2）東京ティラナスホールの変遷や現在の様子については、『主にあって共に生き
る若者たち ― 東京ティラナスホール物語』（今村博子、雜賀編集工房、2012
年）に詳しい。コーウィン（1925 ―）の著に、『21世紀のサムライ ― 新・武士
道が日本の未来を切り拓く』（築地書館、2000年）がある。
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　フォックスウェルが 1949 年設立に関わった東京基督神学校は、後に
1981 年東京キリスト教短期大学及び共立女子聖書学院と合同し、1990 年
には東京キリスト教短期大学が東京基督教大学として発展、さらに 2012
年に東京基督神学校は閉校して東京基督教大学の博士前期課程を含む教
職課程として再編される。
　東京基督教大学初代学長の丸山忠孝は、この東京基督教大学の大学ロゴ
である「キリストがすべて」（コロサイ 3：11）について、「『キリストがす
べて』とする学問の樹立を目指す方向」と、「『キリストがすべてのうちに
おられる』というキリストの世界における遍在の事実」を指摘した上で、
「『キリストがすべて』とする学問の樹立

（3）

」と説明する。また、東京基督教
大学神学部のカリキュラムの説明においては、東京基督教大学「の教育の
特徴は、キリスト教世界観に基づくリベラル・アーツ教育を基礎と

（4）

」する
と記され、その他、神学科、国際キリスト教学専攻、キリスト教福祉学専
攻のカリキュラム説明においても、キリスト教世界観を基盤とした教育の
重要性が繰り返し強調されている

（5）

。フォックスウェルが 1959 年当時にク
リスチャンである日本人に必要な概念として示した、キリスト教世界観と
諸学問との統合の方向性が、30 年を経て東京基督教大学において継承さ
れたとも評価できるだろう。
　一方で、東京基督教大学設立直後である 1991 年に行われたフォックス
ウェルによるオーラル・ヒストリーから、今日さらに 30年近い年月が経
過し、東京基督教大学は設立 30周年を迎えた。フォックスウェルが指摘
したようなキリスト教世界観を基盤とした学問形成の伝統を保持しつつ、
同時に、世界と日本のグローバル化が加速度的に進む現代の必要に即した
（3）丸山忠孝「神学大学の理念」（『キリストと世界』1号、1991年）2-16頁。
（4）神学部カリキュラム説明（2019年度現在）。
（5）詳細については、東京基督教大学設置と同時に解説された国際キリスト教学
科の理念とその意義を、設立から 20年間の国際キリスト教学科及び国際キリス
ト教学専攻卒業生に行ったアンケート結果をもとに検証した拙論「国際キリス
ト教学アンケート調査 ― 20期生卒業を迎えて」（岩田三枝子、『キリストと世
界』24号、2014年、53-79頁）を参照のこと。
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新しい方向性が、日本の神学教育の次の 30年への課題かもしれない。
　前号・今号では、フォックスウェルによるオーラル・ヒストリー資料の
紹介に留めたが、フォックスウェルの神学や日本宣教への意義や影響等、
さらに掘り下げるべき課題も多く残されている。今後の研究課題としてい
きたい。

（インタビュー後編
（6）

）

教会形成

エリクソン：最初の年は、言語を磨いていたのですか。
フォックスウェル：始めの年、そして私の生涯ずっと言語を磨いていまし
た。辞書を持たずに長い会議に出席することはなかったと思います。

　　思い出してみると、最初の年、いくつかの日曜学校を行っていました。
ジョン・ヤング

（7）

と私は、最初の年にいくつかの日曜学校を行い、最終
的には、力強い教会となりました。私たちは、始めの年に子供たちの
集まりを行い、いくつかの教会を始めました。

　　ジョン・ヤングと私は、教派を開拓したいとは思っていませんでした。

（6）前号に引き続き、本オーラル・ヒストリーには重複したり冗長な証言も複数
回登場するが、オーラル・ヒストリー資料保存としての側面から、訳者による
編集や省略は行わず、忠実な訳出を行った。ただし、原文テキストに記録され
ている「ああ」などの間投詞や、「ええ」といったあいづち、連続した箇所にお
ける同じ言葉の繰り返し、また「休憩にしましょう」「（テープレコーダーを一
時止める）」といったインタビュー内容に直接関係しない文章は、インタビュー
内容に影響しない範囲において、本翻訳では削除した。また、読みやすさを考
慮して、原文にはない小見出しと段落を加えた。なお、本文中で「（　　）」と
して補足されているものは原文上での補足であり、脚注による補足説明は、翻
訳者によるものである。

（7）ジョン・ヤング（John M. L. Young, 1912―1994)。カナダのアケイデア大学、フェ
イス神学校で学び、ウィルクス・バラ聖書学校、南京の霊修神学校でも教鞭を
執る。ヤングの著に、『宣教師が観た天皇制とキリスト教』（燦葉出版社、2005
年）がある。
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日本では独立派であることは、アメリカでよりも、さらに歓迎されて
いません。保守的な 40人の牧師たちとのある会議の後、私は親しみを
もってリベラルの人たちのことを批判しました。すると、牧師たちか
ら「フォックスウェル先生、あなたのことは好きですし、あなたは良
い人です。でも私たちは、リベラルな神学者たちを批判しません。」と
言われました。

　　ジョン・ヤングと私はパートナーのようなものでした。私たちは宣教
のために来日しているのであり、何か別の教派を始めるという考えは
全く持っていませんでした。私たちの神学に一番近かったのが、改革
派と呼ばれる日本基督改革派教会でした。1949 年、ジョン・ヤングと
私は彼らの年次大会に行き、「私たちはここにおります。もし私たちと
一緒に何かをすることを願っておられるのでしたら、どんな方法でも
私たちができるお手伝いしたいのです。」と伝えました。日本人は、必
要以上に丁寧すぎると思います。リベラルな神学者たちのことを多く
の場所で批判しないといったようなことです。とにかく、ジョン・ヤ
ングと私は、1949 年の年次大会の中で、改革派神学のプログラムのお
手伝いができると申し出ましたが、カール・マッキンタイヤ

（8）

と分離主
義との接触によって分離主義の汚名を着せられていた私達は、彼らか
らそれほど必要とされませんでした。

　　私たちがそうしたかったからではありませんが、ジョン・ヤングと私
は教派を開始し、それは正式な日本の長老派となりました。かなりの
数の教会員がいます。長老派は戦争で、合同教会と呼ばれました。そ
の中でも旧長老派と新長老派があります。私たちは、それには当ては
まるようには思えませんでした。私たちが本当に望んだのではありま
せんが、日本長老教会を開始することになりました。訓練した 2人の
男性は、クリスチャンの指導者となりました。彼らはこの夏に北米長
老教会の大会に参加し、６月にカルフォルニアで私たちと数日間とも

（8）カール・マッキンタイヤ（Carl Curtis McIntire, Jr., 1906―2002）。Bible Presby-
terian Church の設立者、ラジオ伝道説教者。
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に過ごす予定です。
エリクソン：日本のその教派と PCA

（9）

の間に何らかの関係はありますか？
フォックスウェル：そうですね、私たちが関係したので・・・
エリクソン：あなたが結びつけたのですね。
フォックスウェル：そうです。
エリクソン：神学校は、８人か９人

（10）

で始めた、と言われました。
フォックスウェル：初めはそうでした。
エリクソン：教授陣は何人でしたか？
フォックスウェル：その時までに、ジョン・ヤングと私、私たちの妻たち

（11）

、
３人の独身の女性

（12）

、ですから７人です。そして最初は、２人、３人の
日本人

（13）

だったと思います。小さな経営でした。価値あるもの、そして
日本のキリスト教会の中で指導的立場となる人々を生み出すことがで
きてよかったと思っています。

エリクソン：その大学は、今は教派的協力関係がありますか？

（9）アメリカ長老教会（Presbyterian Church in America）。合衆国長老教会（The 
Presbyterian Church in the United States）のイエス・キリストの神性と聖書の権
威を否定するリベラル神学に反対し、1973 年に分離独立した。

（10）第一期生入学者は、芦沢達、尾山令仁、小畑進、有賀寿、有賀豊二、加藤咲
子、渡辺功、勝又智男。

（11）ジェーン・フォックスウェル（Jane Alice Foxwell, ？―1999) はホイートン大
学卒業後、ルーズベルト看護婦学校に学び、東京基督神学校では衛生学等を教え
た。ジーン・ヤング（Jean Young）はトロント大学附属病院の看護学校を卒業し、
東京基督神学校では衛生学等を教えた。

（12）アン・クラウス（Anne Paxton Krauss, 1918―2010) はウィルソン大学、フェ
イス神学校で学び、東京基督神学校では旧約学等を教えた。アン・ウィルグス
ワース（Anne E. Wigglesworth, 1915―1995）はデラウェア大学、フェイス神学校
等で学び、東京基督神学校では教会史等を教えた。二人は共に 14年間、日本で
宣教を行った。エベリン・リットルはコロンビア聖書大学で学び、東京基督神学
校では教会音楽等を教えた。

（13）1949 年の日本人教師は渡辺連平、長谷川真太郎。講師として、大村晴雄、藤
井重顕。女子学監に長谷川省子。
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フォックスウェル：それはありません。トップの男性は、日本長老教会に
属しています。大学には、神学校から来た人々と、よりアルメニアン
的な背景の人々が混在しています。そこには神学的な緊張もあります
が、教授陣の幅を広げる機関では、おそらくどこでもそのような緊張
感があるでしょう。

エリクソン：1949 年には存在していなかった東京や日本の他の福音派の
機関はどうですか？

フォックスウェル：訓練を受けるための福音派の機関がもっとあります。
列挙できないくらいです。その中でも私たちが一番初めでした。合同
することは、神様の摂理だと信じていました。日本で、キリスト教の
学校が認可を得ることは非常に困難ですが、この 2年のうちに、認可
を得ることができました。それが認可されてから 2年経っていません。
日本ではとても難しいことです。私たちは、クリスチャンがいまだ１％
か２％の国について話しているということを思い出してください。

　　ピーター・ワグナー
（14）

が、おそらく日本の京都のことを、そこはサタン
の王座が存在する場所で、知っている人は誰でも「その場所は、他の
どの場所よりも、日本のクリスチャンたちの多くのお金と多くの努力
に対する見返りが実質的に少ない場所だ」と言う、と語っています。

日本宣教の黄金の機会と困難

エリクソン：戦争が終わり、アメリカによる占領が行われた直後にあなた
は日本にいましたが、日本で働きを開始する際、宣教師にとってはど
のような環境でしたか？

フォックスウェル：黄金の機会と困難な課題の両方です。黄金の機会とい
うのは、こういうことです。もしあなたがパール・ハーバーの６ヶ月
後に日本の新聞を読んだとしたら、このような見出しを見つけたで

（14）ピーター・ワグナー（Charles Peter Wagner, 1930―2016）。1956―1971年までボ
リビアへの宣教師。1971―2001年まで、フラー神学校で教会成長の教鞭を執る。
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しょう。「アメリカは多くの石油と鋼鉄を持っている。しかし、神々は
我々の側にいる。神々は我々に勝利を与えるだろう。」神々が勝利を与
えると、日本人はその時本当にそう考えていたのです。

エリクソン：宣教の働きを始めた最初の頃はどうですか？
フォックスウェル：ロイ・ハセガワ

（15）

が 1949 年に私たち宣教師の所に来て、
「私たちには、福音的な神学校が一校もない。」と訴えました。東京で
は、と言う意味でしょう。日本の子供たちは、アメリカのように、学
校に行くためにそれほど遠くまでは赴かない時代でした。彼が「一校
もありません。」と私たち宣教師に、投げかけました。福音派の神学校
の必要が本当にあったのです。保守的な立場からの旧約聖書の注解書
が一冊も書かれていないということも聞きました。クリスチャンの証
と宣教が開始されて140年が経ち、日本ではクリスチャンが１％か２％
しかないということを思い出してください。彼らが大げさだというこ
とは言えません。

エリクソン：神学校よりも、もう少し一般的な状況を聞かせてください。
福音派の宣教師が来て、活動を始めた時、どういった様子でしたか？
先ほど、黄金の機会と同時に、困難があったと言われました。

フォックスウェル：そうです。もし路傍で集会をすれば、膝元に 30人が
集まりました。戦争後の空虚感がありました。日本人は実質的に、新
しいことに対してどのような準備でもできていました。私は古着を配
布していました。日本人の両親たちが子供を日曜学校に来させるので
すが、それはキリスト教的な視点を学ぶためではなく、洋服を手に入
れるためでした。私たちにはすばらしい日曜学校があり、それは、古
着の配布によって援助されていました。戦後、誰も着るものを持って
おらず、銀行員でも洋服につぎ当てをしていました。私は一度、感謝

（15）長谷川真太郎（1916―1996）。ハンプデンシドニー大学、フェイス神学校で学
ぶ。1947年、父親の自宅に堀之内キリスト教会を設立し、初代牧師に就任する。
1949年 10月、自宅に東京基督神学校を設立し、学監に就任する。1951年、東
京基督神学校から分離した東京神学塾の学長に就任する。
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祭の食事のために、スーツと鶏を交換したこともあります。
エリクソン：最初の 2、３年を振り返って、何か間違いだったと思うこと
はありますか？　宣教団は、働きを始めるために設立されたのですね。
そのような大変だったことから学ぶことはありますか？あなた自身の
ことでなくても良いのですが。

フォックスウェル：そのころの困難の一つは、日本人が何を考えているか
を本当に知ることでした。日本人は、他の人に良い感じを与えたいた
めに、率直なコミュニケーションをしないという特徴があります。

　　一度、私が日本人のアドバイザーに、「ナイトウ先生、Aと Bのどち
らに行くべきでしょうか？」と聞いた時、彼は、「Aに行きなさい」と
言いました。数ヶ月がたち、私は誤った方を選んでいたことが明らか
になりました。私がナイトウ先生に、「こういう結果になる、とわかっ
ていなかったのですか？」と聞くと、彼は、「ええ、はい」と答えます。
私が、「では、一体どうして、はっきりと示してくれなかったのです
か？」と聞くと、「あなたが聞きたいだろうと思ったことを言ったので
す」という答えでした。

　　またある時私は、日本人の牧師たちの会議に座っていました。ある課
題が持ち上がり、その中の一人がニヤリとして、手に持っていた紙を
指さしました。私は、「ああ」と思いました。持ち上がった課題は、そ
の時に議論されて承認されることになるだろう議題でしたが、それは、
私がかなり前に提案していたことでした。でも私は、それを日本的な
方法で扱っていなかったのです。丸山軍司氏

（16）

が私に言ったことがあり
ます。「いいですか。あなたは正しいアイディアを持っています。その
種を植え、手を出さないで、その種が現地の土地で成長するようにし
なくてはいけません。あなたはやって来て、物事を大げさにしすぎま
す。あなたは種を植え、手を出さず、種を成長させる必要があります。」
日本で私たちを助けてくれたのは、こういうことです。

（16）丸山軍司（1928―）。日本基督神学校第四回卒業生。1956年、日本基督長老
教会設立に関わる。日本基督神学校舎監を務める。
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　　宣教団体や海外からお金が入って来る多くの宣教地は、自分たちの国
が拘束され、不利な立場に置かれているように常に感じています。日
本は時を経て、より豊かになり、「この人たちはお金を持っているから、
彼らに対してへりくだる必要がある。」というような関係が私達の間に
はなくなるという成果を得ました。私たちが日本で何の問題も持たな
い時が来たことは、日本人と働くにあたって、すばらしいことでした。
私たちは、議論をする時には対等な立場でした。私は、「これはどうで
すか？」とよく尋ねました。先の男性が教えてくれた「いいですか。あ
なたは正しいアイディアを持っているけど、それを現地の土地に植え
て、手を出さず、それを出させるのではなく、出てくるようにする必
要があります。そうすれば、出てくるのです。」という言葉を特に思い
出します。

　　一つ面白いことを思い出しました。ウェストミンスター信仰告白につ
いて数人の日本人牧師と議論していた時のことです。彼らは、最終的
にこう決断しました。「これは称賛すべき点がいくつかある。でも、こ
れは外国人によって編纂されたのだから、これはやめて、他のものを
採用しよう。」その時にはユーモラスに感じました。つまり、「ウェス
トミンスター信仰告白は外国人によって作られたのだから、これはや
めて、もっと現地のものを採用しよう」ということです。

　　日本と協力する中で有益だった点は、私たちがより対等に議論した
り、決定できたことです。私たちはパートナーのような関係で、彼ら
は日本の側として、私たちは宣教団の側として、一緒に活動ができま
した。宣教師にとって恐ろしい障害があります。それは、宣教師がお
金を投入し、相手がそれを受けとり、その関係の中でお互いに生きて
いく状況です。私たちは、物事について、日本人と対等のパートナー
という状況にありました。

エリクソン：そこに至るまでに、どのくらいかかりましたか？
フォックスウェル：大体 20年ほどです。
エリクソン：ですから、1970 年。それは長く感じましたか？宣教師の間
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では、どのような感情がありましたか？　長い期間ですか？　短すぎ
る期間ですか？

フォックスウェル：私たちは、その時がやって来た時に、皆が良い感情を
持っていたと思います。良い宣教師は、消耗されることを知っていま
す。もし宣教師が自分のことを必要不可欠な存在だと考えてしまうと
すれば……、つまり、私は弁証学を教えていましたが、私の生徒

（17）

が
Th.D. を得ました。私よりも、ずっと良い学位です。私は田辺 滋

（18）

という
女性に、ギリシャ語を教えました。彼女は、メイチェンのギリシャ語
文法を日本語に翻訳しました。彼女はホイートンにいました。彼女を
この学校にしばらく送り出したのです。田辺 滋です。

エリクソン：宣教師たちは、このような平等な状況に対して、どのように
感じていましたか？ 

フォックスウェル：それはいつも難しいものです。日本は、経済的豊かさ
と、この不平等さを排除したという成功によって、祝福されていまし
た。実際、とても新しい車に乗っていた日本人の一人の教師がいて、別
の宣教師と私は「私たちも、日本人のような暮らしがしたいですね。」
と冗談を言っていました。日本人は、年月を経て、非常に豊かになっ
ていきました。

エリクソン：ではその時、日本人はどのようにして独立性や平等性を行使
していましたか？

フォックスウェル：彼らは、何かについて投票し、否決することで、その
ことを私たちに知らせていました。日本人は時々、私自身が小さな存
在であるかのように感じさせるといえます。

エリクソン：そういうことが起こったことはありますか？

（17）宇田進（1933―）。日本基督神学校第四回卒業生。ウェストミンスター神学
校からTh.D.を得て、日本基督神学校で教鞭を執る。

（18）田辺滋（1916―2016）。日本基督神学校、フェイス神学校、カベナント神学
校で学び、東京基督神学校で教鞭を執る。『新約聖書ギリシャ語原典入門』（ジョ
ン・グレシャム・メイチェン著）の翻訳者。
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フォックスウェル：ええ、「これは、あなた方外国人と議論するような価
値はありません。なぜなら、あなたは……。」と日本人にけなされまし
た。他の文化でも、そうかもしれません。私のことについて話してい
るだけですよ。妻と私は、結論としては、多くの日本人との関係性に、
とてもとても良い感情を持っています。今でも関係を持っている人た
ちが多くいます。

東京ティラナスホールでの働き

エリクソン：神学校で、公開講座での神学教育はありましたか？
フォックスウェル：いいえ。日本で勉強をしたい人は、それが神学であれ
ばなんであれ、東京に来ます。東京には、いろいろな大学などが集まっ
ています。私が関わっていたことで、言及に値することがあります。一
人のクリスチャン学生が大学のために東京エリアに来て、ノン・クリ
スチャンの社会環境の中で、ノン・クリスチャンの教育の哲学の環境
に身を置きました。そこで、チャールズ・コーウィン

（19）

という私の友人
が、郊外から来るクリスチャン学生のために寮を立てました

（20）

。私はそ
の理事となり、何年か親しく働きました。

　　この学生たちは、自分たちの大学のクラスに行きますが、夜には私た
ちの神学校の教授を送り、キリスト教世界観と彼らの世俗の学問とを
統合する手助けとなるようなプログラムを作りました。そうでないと、
典型的な日本人のクリスチャンは、頭のある部分ではキリスト教なの
ですが、頭の他の部分では、紛れもなく非キリスト教的な哲学を持ち、

（19）チャールズ・コーウィン（Charles Corwin, 1925―）1945年、半年間ほど占領
軍士官として横須賀に滞在。1952年、宣教師として来日。日本で始まったティ
ラナスホールのミニストリーは、その後、インド、ネパール、バングラディシュ、
ハンガリー、チェコ、ミャンマー、カンボジアにも広がった。

（20）東京ティラナスホール。1959年、地方から上京するクリスチャンの大学生の
学生寮として、チャールズ・コーウィンによって、西東京市に創設された。
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その二つを統合することがないのです。コーウィンは良いことを多く
行いましたが、そこではティラナスホールという寮を作りました。こ
れは、クリスチャンのための寮です。学生たちが来て、そこで生活を
し、大学へ行き、けれども、私たち神学校の教授を送ることで、学生
たちが自分たちの大学で聞いたこととキリスト教世界観を統合できる
ように助ける夜の学校のようなものでした。これは、私が関わった小
さなことの中で、良いものだったと感じていることの一つです。

東京基督神学校の発展

エリクソン：神学校がどのように設立されたかについて話していただけま
すか？　神学校がどのように成長して、変化したかについて説明して
ください。

フォックスウェル：神学校は 1949 年に日本の３階建家屋で始まりました。
アメリカで大学院を終了したロイ・ハセガワの家です。妻と私は、移
動住宅を神学校の庭に引いてきて、そこで生活をしていました。ある
時には、20人ほどの学生たちがこの日本家屋で生活していることもあ
りました。これが神学校の始まりです。

　　初めは 10人ほどの学生でした。ホイートンからエノク・ダイネス博
士が訪問してきた時には、勉強するために、学生たちは階段に座って
いたと思います。神学校は３階建の日本家屋で、1949 年の秋に始まり
ました。私の家族は裏庭に、移動住宅を引っ張ってきていました。そ
の時に、私は小さな娘が二人いました。

　　年月を経る中での一つの特徴は、宣教師の教授は少なくなり、日本人
の教授が増えたことです。例えば、私の学生の一人は、アメリカに来
て、Th.D. を取り、戻ってきて、私よりも上手に弁証学を教えることが
できました。私がギリシャ語を教えた女性は、日本に戻り、メイチェ
ンの教科書を日本語にして、教師である私よりも格段に上を行きまし
た。私は嬉しく思っています。
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　　日本では私たちは何かを持ち上げたり、時には下ろしたりするための
足場のようなものであると、常に思っていました。ですから、時間が
経過し、日本人から多くの影響を受けました。アメリカの宣教師の教
師からも影響を受けましたが、さらなる影響、さらなる情報、さらな
る方向性は、日本人から受けました。

　　今、私たちのオフィスに、1人か 2人の数人の外国人宣教師がいると
思いますが、今日アメリカ人にとって、日本の高等教育機関で教える
ことは、何かの特別な専門性が必要です。私の場合は、多かれ少なか
れ、仕事の範囲以外にも働きました。ギリシャ語、弁証学、そして証
拠論を教えました。

　　最後まで教えていたものは、キリスト教教育の哲学です。それは、日
本人がキリスト教教育の哲学の概念をあまり持っていないようだった
からです。つまり、聖書ともう一つの知識が並行的に理解されている
だけです。全ての知識と御言葉とを統合するということは、日本で発
展と普及が必要な概念です。私が最後にしていたことの一つは、教育
のキリスト教哲学を教えることでした。

エリクソン：退職するまで、それを教えていたのですか？
フォックスウェル：ほとんど最後まで教えていました。
フォックスウェル：私たちは、神学校に別の学長がいました。彼が休暇を
取る時は、私が学長になりました。ジョン・ヤングです。

エリクソン：あなたは教授の立場でしたか？
フォックスウェル：教授でした。ジョンが教会成長の分野で大きな貢献を
しました。私は資金面での働きでした。私は日本の実際の土地取引に
関わっていました。

エリクソン：神学校のために。
フォックスウェル：神学校のためにです。私は出かけて行き、土地の区画
を見て、何機の飛行機が飛び交うかを調べ、その土地がふさわしいか
どうかを確認しましたが、土地は帯に短し、たすきに長し、でした。神
学校は、今では４番目の場所にあります。毎回、私たちはより安い土
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地を手に入れ、土地や建物のためにより多くのお金を手に入れました。
それが典型的な方法でした。今では、美しい建物となっています。か
つてと比較すると、日本での長い道のりでした。

エリクソン：神学校で日本人の学長が初めて任命されたのは、大体いつ頃
でしたか？ 

フォックスウェル：1965 年だったと思います。1960 年から 65 年の間だ
と思います。でも、徐々に私たちは移行していました。

エリクソン：かつては呼ばれていた名称は、日本……
フォックスウェル：日本基督神学校です。

三校合同へ

フォックスウェル：いつ、東京基督神学校になったのですか？
フォックスウェル：三校合同は、多くの協力による合同でした。同時に、
それぞれのアイデンティティを保っていました。より大きな部分は、ド
ン・ホーク

（21）

の設立した東京キリスト教短期大学
（22）

と私が関わった神学校
の合同です。そして、共立女子聖書学院

（23）

です。この三校が合同しまし
た。

エリクソン：あなたとドン・ホークは良い友人同士で、二つの教育機関を
立て上げられました。二人の間に競争のようなものはありましたか？

フォックスウェル：いいえ。とてもうまくいっていました。私は初期の頃、
彼に神学校の教員たちを提供しました。私たちの個人的な友情は、多

（21）ドナルド・ホーク（Donald Hoke, 1919―2006）。ホイートン大学、ホイート
ン大学院で学び、TEAM宣教師として来日。1955年、日本クリスチャン・カレッ
ジ（1966年に、東京キリスト教短期大学として発足）を設立。

（22）東京キリスト教短期大学。1950年、日本同盟聖書学院として開校。1966年、
東京キリスト教短期大学が開校。1981年に東京基督教短期大学に改称。

（23）共立女子聖書学院。1881年、偕成伝道女学校として開校。1907年、共立女
子神学校に改称。第 2次世界大戦中、青山学院神学部女子部等と合同し、日本
女子神学校になる。1951年、共立女子聖書学院として再興される。1980年閉校。
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くの良い促進剤となりました。私たちの神学校は、彼を助けることが
できました。彼が 1950 年に来日した時、キリスト教大学の代表として、
何ヶ月間か私の家に住んでいました。私たちは 1年目から一緒に働き
ました。

日本の教会の成長

エリクソン：日本の教会のことに話を移しましょう。30 年間日本に滞在
し、日本の教会の成長がなぜそれほど遅いかについて、何か理論は発
展しましたか？

フォックスウェル：多くの要因があります。その多くの要因について良い
博士論文を書くことができるでしょうが、こう始めることができます。
日本でクリスチャンになることは、典型的には、自分自身を自文化か
ら取り出すことです。自分自身の社会的な関係の中から、自分を追放
者のようにすることです。日本でクリスチャンになることは、特に戦
前は、アルジャー・ヒス（ソ連のためのスパイとして告訴されたアメリカ
の政府役人）のように、国の価値の裏切り者のようなものだ、と強調す
る事ができます。

エリクソン：その他に、教会の成長が遅い理由として、考えられる要因は
ありますか？

フォックスウェル：すでに言いましたが、日本人の決断は、多くの場合、
家族の決断です。例えば、ある若い男性が医学を志したとします。彼
は、親族全員を温泉などに連れて行き、どの専門領域にすべきかを論
議するのです。決断は、個人の決断であるよりも、家族の決断です。男
性がどの学校に行くかということも、日本では、個人の決断であるよ
りも、むしろ家族の決断です。

エリクソン：先ほど、日本では教会の成長は遅く、韓国では驚くべき教会
の成長がある、という話がありました。

フォックスウェル：もしあなたが宣教師として日本に住んでいれば、苦し
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み、常にこう自問するでしょう。「なぜ韓国では 25％、30％の教会成長
があり、日本の成長は、最小の 1％、2％なのだろう」と。能力のある
宣教師、言語の賜物があり真に人々に献げている宣教師が 10年間ほど
日本で働いて、教会には 10人やそこらの人数なのです。一方で、韓国
には世界で一番大きな教会があります。30年間日本に住んでいたよう
な人は、誰でもこの質問をし続けます。「世界で一番大きな教会が韓国
にあり、私たちの平均的な教会の出席者は 20 人から 30 人なのは、こ
の大きな違いは何だろう。」500 人やそれ以上の大きな教会もいくつか
あります。でも、典型的には、日本は小さな教会です。一度、私は調
査をしたことがありました。平均的な出席者は日本では 20人で、韓国
では驚くほど大人数でした。多くの要因があります。これらの要因は
常に、日本に住んでいる宣教師にとって、おそらく思わせぶりで、挑
戦的で、心を引き裂かれるようなものでしょう。なぜ韓国ではこのよ
うな素晴らしく大きな教会があり、日本の教会は小さいのか？

　　大きな要因としては、韓国の指導者たちは少なくともキリスト教に対
してもっと開かれているということがあります。韓国の神は、天の神
と類似しています。つまり、一人の神、「ハナニム」です。一つの簡単
な説明は、韓国人にとってキリスト教とは、すでに信じている一人の
真の天の神についての信仰をもう少し良く理解することだ、というこ
とです。

　　一方、日本では異なります。日本が英国よりも先んじている分野につ
いてサッチャー女史と日本の首相が議論をした時、日本の首相がサッ
チャー女史にこう言いました。「あなたたちには一人の神がいますが、
私たちには八百万の神がいます。」これは、なぜ日本人がある分野で英
国人よりも成功しているかについての見当違いな説明です。

　　ですから、こう言えます。つまり、韓国では、長年の間、「ハナニム」
や、一人の神、真の神、天の神とキリスト教の神と結びつけることが
できました。韓国では、異教的な概念に、キリスト教的な根源をたど
ることができます。
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　　天皇制を持つ日本では、天皇を神として礼拝します。日本でキリスト
教に改心するということは、生きた虎から歯を抜くようなものだと表
現した人がかつていました。簡単にいうと、戦前日本でクリスチャン
になるということは、アルジャー・ヒスになるということです。それ
は、裏切り者となることです。真に日本的なすべてから背を向けるこ
となのです。以前は特にそうでした。私の生徒で、クリスチャンの教
員になった人がいました。彼らは、クリスチャンとなったために、家
族から追放されました。日本の歴史の中では、「誰でもキリスト教徒を
知っている者には、その情報を提供することで、褒美を与える」と御
触書が掲示されていたこともありました。ですから、長年、日本でク
リスチャンになることは、良いこととはされていませんでした。

天皇制

エリクソン：日本でキリスト教の視点を明らかにすることは、あなたが滞
在していた間に変化がありましたか？

フォックスウェル：そうだ、と言えます。奇妙なことですが、今日、日本
では、聖書はベストセラーとなっています。他の重要な要因として、
TEAM（The Evangelical Alliance Mission）が日本で出版社

（24）

を設立したことが
あります。キリスト教文書の出版社です。私は、日本の教会のリベラ
ルサイドからの代表者たちもいた出版社のディナーに参加しました。
このリベラルサイドの指導者の一人が、「かつては私たちが出版に影響
力を持っていましたが、今では、あなたたちがもっと影響力のある大
きな出版社となりましたね。」と言いました。戦後、聖書やキリスト教
文書は非常に効果的で、成功しました。痛ましいことは、それほど聖
書が読まれているのに、日本のクリスチャンの証人は、その割合が非

（24）いのちのことば社。1950年、TEAM宣教師ケネス・マクビーティ（Kenneth 
G. Mcvety）により設立された。マクビーティの著に、『いのちのことばをしっか
り握って―戦後文書伝道物語』（いのちのことば社、2011 年）がある。
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常に少ないということです。他のどの場所でよりも、日本での宣教の
努力は見返りが少ないように見えます。しかし、特に以前には、日本
でクリスチャンになることは、非愛国主義者となることだったと覚え
ておくことは良いことです。それは、アルジャー・ヒスのように、自
国に背信することです。

　　天皇が神聖な存在である限り……。私は、天皇礼拝は悲しむべき、サ
タンの仕掛けであると考えてきました。天皇礼拝がある限り、天皇礼
拝をしないことは、非愛国主義の日本人となるということです。です
から天皇礼拝は、日本人をキリスト教から遠ざけるための優れたサタ
ンの装置の一つです。それは、追放者となることです。今ではキリス
ト教文書の基盤を得ていますから、このような状況は少なくなってい
ます。

エリクソン：天皇について言及されましたが、カーター大統領が日本を訪
問する前に、明治神宮を訪問しないようにと、彼を説得しようとされ
ました。そのことについて少し話していただけますか？

フォックスウェル：私たち宣教師は一般的に、アメリカ人たちに神社には
行かせないようにしています。神社参拝は、日本の異教の宗教を受け
入れたかのように日本人からは見られるからです。多くの場合、来日
したアメリカの政治家たちは、これは無名兵士の墓に花輪をかけるよ
うなものだというようなことを説明され、惑わされています。キリス
ト教にとって、アメリカ人を神社に行かせることは有益ではありませ
ん。これは、無名兵士の墓に行くこととは非常に異なります。日本の
宗教は、神道と呼ばれる宗教を通して政府と不可分の関係にあります。
クリスチャンになることは、日本の非愛国者となることです。非常に
大きな問題の一つです。私は成功した宣教師を見ましたが、成功、と
いうのは、言語の能力があり、献身的で、しかし 10年経って、日曜の
朝の礼拝に８人か９人の人数しか集まっていないという状況がありま
した。

　　しかし、今は変化してきています。私たちの宣教団は書物を出版して、
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TEAM宣教団も書物を出版しました。包括主義の宣教団では、その宣
教団の委員会には保守派もリベラルもいて、韓国には保守派を送り、日
本にはリベラル派を送るというポリシーを持っていると聞いたことが
あります。もし大きな宣教団委員会が韓国にリベラル派を送っていた
ら、韓国人は、「X博士は素晴らしいジェントルマンだ。けれども、こ
こにはふさわしくない。彼を去らせた方が良いだろう。」と言ったで
しょう。そして委員会はその人物を日本に連れて行ったでしょう。日
本ではその宣教師は何の問題もなく、幸せに暮らすことができるで
しょう。日本では、リベラル神学からの過度な攻撃はありません。私
たちには奇妙なことですが、リベラル神学では、天皇が三位一体の神
の第四の位格とされています。

エリクソン：カーターの件で、どのような気持ちだったでしょうか？つま
り、彼は神社へ行きました。宣教師たちや日本のクリスチャンにとっ
ては、どのような気持ちだったでしょうか？

フォックスウェル：私たちクリスチャンは、まやかしを刷り込まれたアメ
リカ人に対して同情的でした。彼を気の毒に思い、彼は信じ込まされ
ていると感じています。私たちは、日本人の行きすぎた暗示を嫌って
います。「あなたにはあなたの宗教があり、それで良い。私たちには私
たちの宗教がある。あなたがそれを尊重し、それを認めてくれれば感
謝である。」一方で、ホイートンの神学の土台では、神道はそのような
ものではありません。

アメリカ人と日本人

エリクソン：アメリカ人が日本人に対して持っている誤認識はどのような
ものでしょうか？ 

フォックスウェル：その答えは、私たちと同じように考えることを日本人
に期待していることです。少し遠回りした答えですが、例えば日本で
は、政府と労働組合は、互いに争いません。私がある時日本から戻っ
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た時に、ハリー・ブリッジズ
（25）

によって何ヶ月間も占領されている波止
場があり、荷物を自分で引いていかなければなりませんでした。日本
人は、このようなことを許容しません。労働組合と経営側は、チーム
として一緒に働いています。これは、日本人がアメリカ人よりも多く
所有しているかどうか、ということがあります。日本が多くの自然資
源を持っていないと感じる必要はありません。彼らは多くの木材を
持っておらず、石油を輸入しています。また土地も限られていますが、
ある点で私たちよりも多くを所有しています。事実、多くのことで、一
つのチームのように、根を下ろしています。彼らは、私たちがアメリ
カで行うような経営や労働争議を行わず、私たちのやり方よりも勝っ
ています。

　　アメリカ人は日本人に、自分たちと同じように考えることを期待して
いますが、日本人は同じようには考えません。物事の決断は、より共
同体的です。日本人にとって、将来性とはどのようなものでしょうか？
ある日本人男性の親戚の叔父や叔母たちが、この男性の将来の決断を
するのです。日本では、共同体的な決断をします。私の問題の一つは、
初期の頃のことですが、アメリカ人は、日本では種を植えてそれが成
長するようにしなればならない、と言われました。

エリクソン：あなたはその種を植えて成長するのを学ぶのにどのくらいの
期間がかかりましたか？

フォックスウェル：どのくらいかかったか、わかりません。けれども、日
本人は私に対して良い感情を持ってくれました。私がそのようにした
からです。また私は、息子と娘がその地で与えられました。私の４人
の子供のうち、３人が日本で生活をしました。そのうちの１人は今は
カベナント・カレッジで図書館司書をしています。私の娘とその夫で
す。

（25）ハリー・ブリッジズ (Harry Bridges, 1901―1990)。アメリカ人の組合の指導者。
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地域教会での宣教師の役割

エリクソン：私たちが話していた教会の観点に話を戻しましょうか。あな
たは神学教育機関で働いていました。どのくらい関わっていたのです
か？　地域教会でのあなたの役割は、どのようなものでしたか？

フォックスウェル：ジョン・ヤングと私は、日本で日本長老教会を開始し
ました。男性では、という意味です。独身の女性たちも仕事をしてい
ましたが、ここでは男性という意味です。今の教会数や、教会員数は
わかりませんが、とにかく、日本では紛れもなく、良い教派です。牧
師たちは、作の神学校は 1949 年に始まりました。この学校で学んだ
人々は、今日では影響力を持っています。

エリクソン：例えば地域教会での宣教師たちの役割については、どうで
しょうか？

フォックスウェル：日本にいる宣教師、また将来の役割は、教会を始める
助けをする、ということがその答えです。なぜなら、宣教師は自分の
宣教師としての収入で生活ができ、物事が成長している間、何とかやっ
ていくことができます。ですから、日本での宣教師の役割は、そこに
行き、何かを始め、物事が立ち上がり、日本人の牧師が引っ越してき
て、会衆が牧師を支える状況になるまでの間、その場所を整え、賃料
を払うことです。そうすれば、宣教師は、日本で何かを始める教会開
拓者として有益な存在となります。宣教師は施設を借りて、物事が進
んでいくようにするのです。

エリクソン：今では、その始まりを開始できる訓練された日本人牧師は十
分にいますか？

フォックスウェル：私たちはその地域でよくやったと思います。他のカベ
ナント教団も神学校を持っていました。また、改革派教会も神戸に何
年も前から神学校を持っていました。また東京宣教会も神学校を持っ
ていました。確かに、保守派のキリスト教会は戦後、成長しました。私
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たちはキリスト教文書、キリスト教雑誌を押し進めました。簡単に言
うと、USA Presbyterian boardのような宣教の前、宣教委員会は日本には
神学のリベラル派を送り、韓国には保守派を送りました。もし包括的
な委員会であるなら、これがポリシーでした。このポリシーは、なぜ
韓国では良い教会成長や素晴らしい教会成長があり、日本では少ない
のか、という理由の一つです。

エリクソン：日本の教会のどのような点が、アメリカの教会が持っていた
ら良いと思う点でしょうか？私たちアメリカの教会にとって助けとな
るような彼らの強みは何でしょうか。 

フォックスウェル：私の知っている日本人のクリスチャンが、アメリカの
クリスチャンたちよりもよく訓練されているということがよくありま
す。彼らは主流派と一緒にならなかったために、何とかやっていくた
めには、当初そうしなければなりませんでした。彼らの隣人はクリス
チャンではありませんでした。温室育ち、というのは日本にはありま
せん。近年、おそらく知識のある人は、日本の教会の弱点の一つは、あ
まりに形式的で、心を通わせる関係と関わりがあまりにも少ない点だ
と見ています。

　　私はいつも興味があり、「韓国に比べて日本の教会の成長が弱いのは、
例えばどう説明できますか。」と尋ねていました。その答えは、「家族
のシステムです。家族が考えること以外の決断をすることが望ましく
ないとされていることです。」というものでした。もちろん、国家神道
の社会におけるキリスト教の問題は、常に非常に大きな影響力があり
ます。

　　日本から他の国へ宣教に行った男性に手紙を送りたいと思っていた
ことがありました。彼らは全てのことを知りたがりました。しかし、今
ではそれも変わりました。
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女性宣教師の役割

エリクソン：日本の女性宣教師の役割に関していえば、日本の女性の立場
は、女性宣教師が果たす役割に影響を与えましたか？

フォックスウェル：ノンクリスチャンの社会では、女性は、どのような平
等な役割をも持つことができません。キリスト教では、女性の役割が
低い状況は、ノンクリスチャンの社会よりも少ないと言えます。長い
間、日本の首相は妾を持つことができ、社会はそのことを非難しませ
んでした。私たちの神学校を卒業した女性で、義母の労働者、農業の
労働者になった女性がいます。その女性は牧師と結婚しましたが、女
性は日本の文化の中では、おおよそ義母の無給の召使いのようなもの
です。彼女が神学校で教育を受けているかどうかにはかかわらず、で
す。私が行った時には、女性が知らないうちに夫による書類上の手続
きで離婚されることもありました。全ては変化して、女性はより積極
的な役割を持っていますが、多くのノンクリスチャンの社会では、女
性はより低い地位に置かれており、それが日本では通常なのだと思い
ます。

　　けれども、私たちの神学校では、非常に優れた女性の教授が数名いま
した。一人は、先ほど述べた田辺 滋です。彼女はこちらで学び、メイ
チェンのギリシャ語の本を日本語に翻訳しました。また私たちが始め
た最初のクラスの初期の女性の一人は、いろいろな機関で理事をして
います。私たちの卒業生は、基本的には、良い道を残し、出版をし、私
たちはそれを嬉しく思っています。

エリクソン：日本の女性の役割がそれほど限られているという状況は、女
性宣教師の活動に影響しましたか？

フォックスウェル：そうだと言えます。日本には女性宣教師たちがいまし
た。多くは素晴らしい働きをしましたが、彼女たちにとっては、より
困難でした。女性はノンクリスチャンの社会では、適切な役割を得る
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ことができないのです。でも、もちろん日本にも、政府での高い職に
ある女性や、ビジネスで高い役職にいる女性もいます。それは、戦後
の発展の中でのことです。

ビリー・グラハム・クルセード

エリクソン：ビリー・グラハム・クルセード
（26）

では、どのような関わりがあ
りましたか？

フォックスウェル：私は彼が最初に日本に来たときに、飛行機で会いまし
た。私たちは個人的な友人で、共に過ごすことがありました。一度、彼
が日本にいる時に私の誕生日があり、他の数人と一緒に私を招いてく
れました。

　　私の一番下の娘が 1955 年に掃除機のポールで頭をぶつけたことがあ
りました。娘は意識を失い、日本の医師たちはどうするべきか、意見
が一致していませんでした。それがちょうど、ビリーが日本にいると
きで、ビリーが、「メイヨー・クリニックに彼女を送りましょう。私が
代金を払います。」と言ってくれました。そして、その時にいたボブ・
ピアース

（27）

が、「いいですね。私が帰りの旅費を払います」と申し出てく
れました。私の娘は、後に日本への宣教師となり、今ではカベナント・
カレッジの図書館司書の妻となっていますが、彼らは日本への宣教師
でした。ビリーがメイヨー・クリニックに行くことを促してくれ、ビ
リーと一緒にいた人々が連れていってくれて、娘の世話をしてくれま
した。５ヶ月経って、娘はまだ意識がありませんでしたが、少しずつ、
時間の経過とともに、症状は徐々に消え、後に日本で何期間か宣教師

（26）ビリー・グラハム・クルセード。日本では、1956年（国際スタジアム）、1967
年（日本武道館、後楽園球場）、1980年（後楽園球場など）、1994年（東京ドー
ム）にビリー・グラハム国際大会が開催された。

（27）ロバート・ピアース (Robert Pierce, 1914―1978)。ワールド・ビジョンの創設
者。
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となりました。娘には、２人の娘に加えて、小さな双子の男の子がい
ます。とても可愛いです。彼らはとても可愛い小さな子供達です。

エリクソン：グラハム・クルセードに戻りますが、どのような評判があり
ましたか？

フォックスウェル：良いものです。ビリーは、日本に良い印象を残しまし
た。彼が最初に来たのは 1956年だったと思います。私は彼に言いまし
た。「ビリー、日本人はオーバーコートを着ないんだよ。それは礼儀正
しくないんだ。君もオーバーコートを脱ぐといいね。」日本のグラハム・
クルセードは早い時期に、主が用いてくださいました。

エリクソン：その影響力は注目すべきものでしたか？
フォックスウェル：そう言えます。私は、最初のビリー・グラハム・クル
セード委員会の計画の会議にいました。1956 年だったと思います。も
ちろん、彼らは他の時にもいましたが、1956 年でした。

アメリカ軍による占領期間

エリクソン：アメリカの占領の期間のことを、どのように思い起こします
か？

フォックスウェル：日本人たちは私の家の前に立ち、「ヤンキー、家に帰
れ！」と叫んでいました。でも、アメリカの占領は、慈悲深い占領で
した。降伏の時にマッカーサーの隣にいたチャプレンに、「私はなすべ
き多くのことがあるが、もし状況が発展するなら、それは何でもない
ことだ。」とマッカーサーが言いました。そしてマッカーサーは私の友
人でもあるチャプレンに、「私はなすべきだと思うことをしようと思
う。」と語りました。マッカーサーはその時、非常に慈悲深く行いまし
た。軍の全てが慈悲深かったということではありませんが、マッカー
サーは慈悲深かったのです。彼が出入りする時に、日本人は彼をちら
りとでも見ようと外に立って待っていました。彼の占領は成功し、慈
悲深いものでした。
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エリクソン：占領について、何か覚えていますか？
フォックスウェル：日本人はアメリカ人に対して非常に憎しみを抱いてい
ました。それは隠されていましたが、徐々に去っていったと思います。
日本人は、アメリカ人がとても良い人々だということに驚きました。占
領軍（GI）が子供達に、物品をあげましたが、日本人はその時に何を期
待できるのかがわからなかったのです。

　　マッカーサーのマンチェスターの伝記
（28）
（American Caesar: Douglas 

MacArthur  1880-1964）で、彼が日本に到着した直後の章を読みました。そ
の中で、彼が最初の食事のためにホテルに行った時、側近が、毒味を
するためにその食事を他の人に食べさせようとしましたが、マッカー
サーは、「その必要はない」と言ったというエピソードがありました。

　　彼は実際素早く、まず尊敬、そして称賛を勝ち得ました。彼が日本を
離れる時に私は空港にいましたが、日本の人々は悲しんでいました。彼
は、憲法の制定の準備を助けたと思います。

エリクソン：独立の復帰は、宣教活動や教会に影響を与えましたか？
フォックスウェル：物事はすばらしく、うまく行きました。日本人たちは
メーデーに私の家の前に立ち、「ヤンキー、家に帰れ！」と叫びました。
けれども私は、アメリカでよりも大学で教える特権的な自由を得られ
ました。私の娘が脳の手術を受けた時、娘は掃除機のポールでぶつけ
て、脳に損傷を負って、アメリカへ向かいました。

　　日本人は、形式主義的なしきたりを破ることにも、思いやりがありま
した。ある時、私は日本のあるオフィスに行き、「この人が私のトラッ
クを買いたがっているので、私はこれを売りたいのですが、値段は、私
たちがどのくらい税金を支払うべきかによります」と伝えました。そ
の男性は、「いくらなら支払えるのですか？」と聞きました。そして彼
は、「それでは、この場合、私がすることは……」と話が進みました。つ
まり、彼は、欲しい金額から始めるのではなく、私たちができるとこ

（28）William Manchester, American Caesar: Douglas MacArthur 1880-1964 (Little, Brown 
and Company, 1978).
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ろから始めてくれたのです。多くの場合に、日本人から多くの親切を
受けました。実際、日本の政府から、社会保障も受けていました。

大学での英語クラス

エリクソン：先ほどインタビューを始める前に、神学校で教えている間、
大学でクリスチャンではない学生たちの出会いを楽しんでいたと話さ
れていました。このことを少し話していただけますか？

フォックスウェル：神学校で教えることは、人々を訓練し、もっとも価値
のあることでしたが、大学の英語のクラスでも教えていました。英会
話を学ぶクラスでしたが、希望すれば、聖書的な教材を使用する自由
もありました。キリスト教について何も知らない人々と関わることが
できるので、私は本当に楽しんでいました。

　　ノンクリスチャンの学生がある時に言ったことを覚えています。「私
たちは、『天地は消え去ります。しかし、わたしのことばは決して消え
去ることがありません』（マタイ 24：35）という言葉を読んでいますが、
これはどういう意味でしょうか？」この日本人の学生は、クリスチャ
ンではなく、クリスチャンの背景は持っていませんでしたが、「歴史の
流れがこれを成就する方向にあるように見えます」と言いました。彼
は、聖書が日本でのベストセラーであることを知っていました。私は
大学でのクラスを数多く担当していましたが、それは本当に楽しく、挑
戦的で、刺激的でした。

エリクソン：学生たちは、福音を語ることにオープンでしたか？
フォックスウェル：そうです。結局、日本の軍事的な敗北は、日本の神々
の敗北でもありました。なぜなら、石油や鋼鉄が不足していることが
戦争に不利であると日本人は気が付いていましたが、日本の神々はそ
のような不足に打ち勝とうとしていたからです。
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宣教のこぼればなし

エリクソン：宣教師としてのキャリアを振り返る時に、話したいような何
か面白いことはありましたか？

フォックスウェル：幸せという言葉は、「幸福」と言います。幸福、です。
こ・う・ふ・く。「ふく」とは腹であり、「くう」はない、という意味
です。ですから、空腹はお腹が空いたという意味で、幸福は幸せです。
私はチャペルで話をしたある時、学生にこのように語りました。「神の
み心のうちに喜びなさい。そうすればあなたは幸せになるのです。」「幸
福」という代わりに、私は「空腹」と言ってしまいました。「神の御心
のうちに喜びなさい。そうすれば、あなたは空腹になるでしょう。」学
生たちは下を向いていました。一人の日本人の教授が後から来て、「先
生、今日何をおっしゃったか、ご存知ですか？」と尋ねられました。私
が、「何か具合悪いことを言ったことがわかりました」と答えると、彼
女は「『もし神のみ心のうちに喜べば、お腹がすくでしょう』と言われ
ましたよ。」と教えてくれました。それで、同じ間違いは二度としなく
なりました。

　　オンノさんという人がいました。もし正確に発音すれば、「温水の野」
です。でももし母音を長くしすぎると、「オー！ ノー！」となってしま
います。後に私が彼に洗礼を授ける時に、後から言いました。「彼を喜
ばせるんですよね」。私が「そうです」と答えると、「では、母音の長
さに注意してください」と言われました。それで私は「オンノさん」の
代わりに、彼を「オー！ ノー！さん」と呼びました。

著書Missionary Magicianについて

エリクソン：あなたの著作について一つ質問をしたいと思います。著書で
は、あなたはマジシャンとしての経験を非常に強調されていました。ど
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のようにしてそう決めたのですか？
フォックスウェル：宣教師としての私の人生について書く時の問題は、そ
れがルーティンであったということです。私は神学校で教え、出かけ
て行き、ノンクリスチャンとのバイブルクラスを行いましたが、それ
は何か面白がってもらえることではありません。多分、もし私が長生
きするなら、もっとできるでしょうか。でもマジックのことは、それ
を読む人たちに楽しんでもらい、これは読める本だ、と思ってもらえ
ます。

エリクソン：それは、あなたの編集者の決断か助言だったのですか。
フォックスウェル：そうです。最終的な出版物では、書き入れたことや、
取り除かれたこともあります。２版まで出ました。私が驚いたことは、
その本が世俗のマジックの出版業界でこき下ろされると思っていたの
ですが、非常に良い評価をいただきました。

　　この本は、私にとって、良いツールです。人と少し良い関係を築き、
人々に本をあげることで、この本が人々とのコミュニケーションと
なってくれました。「まず神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、こ
れらのものはすべて、それに加えて与えられます（マタイ６：３３）。」
と書かれている通りです。私はこの本の中で、これを伝えようとして
います。

　　この本の中で述べているように、私は祖父のことをあまり知りませ
ん。私は自分の孫に、私が自分の祖父について知っていたよりももっ
と私のことを少しでも知って欲しいと思います。

エリクソン：あなたが本の中で言及されていた一つの出来事ですが、あな
たが日本に到着してすぐ後に、劇場関係の人脈でショーの機会が提供
されたけれども、最終的にそれを断ったのですね。

フォックスウェル：最初にそれを断るべきでした。その代わりに、私はこ
う言ったのです。「私は日曜日には絶対にショーをしません。それに、私
はとても忙しいので、長距離移動をすることはできません。」さらに、
「ある映画フィルムは、倫理的に私はとても賛成できないものです。」と
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言いました。
　　私はエージェントから電話をもらい、日本で彼と会いました。この時、
劇場の人が日本に入ることは、おそらくもっと難しいことでしたが、私
は日本にいました。とにかく、この人が私に電話をかけてきて、こう
言いました。「これについては私が責任をとります。」私は「なんですっ
て？この責任を取るのですか？」と言いました。彼は、「劇場のマネー
ジャーに、あなたが承認をしない限り映画フィルムを見せないという
同意を得させました。日曜日にはショーをしなくても構いません。も
し長距離なら、ファーストクラスでの移動です。」と言いました。私が
彼に「私はとにかく劇場ではできません。」と伝えると、彼は少し気分
を害していました。私は彼を責めませんが、私はそのようなオファー
をもらいました。

エリクソン：あなたが特権をもらえるような、そのようなビジネスの機会
は他にありましたか？

フォックスウェル：それを誇りにしているわけではありませんが、利益を
得るために、軍のクラブで働いたこともありました。私の理想的な時
間の優先順位はそこではありませんでした。つまり、生きるために、こ
の軍のクラブを予約する必要はなかったのですが、多くのことを行い、
工夫を凝らしました。GI が大きなパーティを孤児たちのために行った
時、「私が少しばかりこのことを話すのは構わないですよね」と伝える
と、彼らは、「あなたのお好きなように」と言ったので、私は子供たち
に日本語のトラクトを配りました。私はGIによる世俗のパーティより
も、もっとクリスチャンの証としてのものを入れました。

　　日本人で、「私たちの PTAに来て、あなたの手品、マジックをしてく
れませんか。キリスト教のことも少し話していいですから」という依
頼もありました。彼らはキリスト教のことを知らないのです。私はマ
ジックによって、もしマジックがなければ入れなかったような、たく
さんの自由な入場の機会を得ました。私は必要以上に行いましたが、な
すべき優先順位をつけることは大変でした。
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　　私たちが初めての休暇で乗船した時、ある人が言いました。「あなた
が船で戻って来る時には、私があなたに一等の援助をします。そして、
パフォーマンスをしてくれますか。」それで私は船上で初めてパフォー
マンスをしました。マジックショーを土曜日に聴衆に向けてしました。
私は、「これは私の本来の姿ではないのです。私は……」と私が何者で
あるかを彼らに伝えました。そして、私はその次の日に礼拝で説教を
する、と伝えました。水夫たちが船の上で、こう言っているのを聞き
ました。「今回の船には、神聖な礼拝に出席する人たちが、過去６ヶ月
の間に船に乗った人よりもたくさんいるね。」私は土曜日の夜、乗船者
のためにショーを行い、その人たちを船で行う日曜日の朝の礼拝に招
きました。これは、うまくいきました。

終わりに

エリクソン：もっとたくさん聞きたいことがありますが、ここで終わりま
しょう。フォックスウェル牧師、私達のために多くの時間を割き、ま
た今後聞いてくださる人々のために分かち合ってくださり、ありがと
うございました。

フォックスウェル：取るに足りないものがたくさんあったのではないかと
思います。でもとにかく、私は良い人生を送りました。主が私たちを
日本に導いてくださったと信じています。私は訓練した学生たちをと
ても誇りに思っています。実際、数人の改心者を得るためにくまなく
探しまわる代わりに、非常な特権を得たと思います。私は自分の時間
を、フルタイムのクリスチャンの働きに出るための人々を訓練するた
めに使い、私が訓練をした神学校の卒業生たちは、日本での出版や他
の出版、訓練などに重要な貢献をしました。

　　また私は、ホイートンにも、とても感謝しています。全ての人が、二
つの学位をとり、学長の娘と結婚できるのではありません。感謝して
います。ホイートンは、私の個人的な人生をとても豊かに祝福してく
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れて、三銃士の仲間であるケン・ハンセンやドン・ホークなどの生涯
にわたる友情を育む友人たちも与えてくれました。私はとても祝福さ
れています。

　　私の書いた本は優れた本だとは思いませんが、少なくとも、何かを残
すことができました。私は今、14人の孫がいます。ついに、ミシガン
でのマジシャンの大会で、私は、最も孫の多いマジシャンとして賞を
得ました。そしてもちろん、ひ孫もいます。クリスティン・ロエック
スはここで一年目を終えました。あまり会う機会はないのですが。

エリクソン：ここで終わりましょう。ありがとうございました。
フォックスウェル：ありがとうございました。楽しかったです。私はホ
イートンの伝統によって、祝福され、豊かにされました。全ての人が
ここに来て、二つの学位を取り、学長の娘と結婚できないことを残念
に思いますが、全ての学長に独身の娘がいるわけではありませんから
ね。

（インタビュー終了）

フィリップ・ロス・フォックスウェル　生涯概略
(29)

1914 年　アメリカに生まれる。
　　　　　幼少期に手品と出会い、手品を始める。高校卒業後はプロ

フェッショナル手品師として、アメリカ各地の学校などで手品
ショーを行う。

1935 年　マジックショーを行う傍ら、ムーディ聖書学院のサマーコース
に入学。

1938 年　ホイートン・カレッジに入学。在学中に、ビリー・グラハムや
東京キリスト教短期大学設立に関わるドナルド・ホークと出会

（29）本オーラスヒストリー、Philip Foxwell: Missionary Magician (Pasadena: William 
Carley Library, 1989)、”Philip Foxwell 1914-2013”（https://rosefamilyfuneralhome.com/
tribute/details/171/Philip-Foxwell/obituary.html, 2019年 5月 25日最終閲覧）等を参
照に翻訳者作成。
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う。
1942 年　ホイートン・カレッジにてBAを取得。
1944 年　ホイートン大学院 にてMAを取得。
1945 年　ホイートン・カレッジ在学時代に知り合ったジェーン・アリス・

バズウェル（Jane Alice Buswell）と結婚。在日中に誕生した子供
も含め、後に一男三女の父親になる。

1946 年　北バプテスト神学校にてBDを取得。
1947 年　フェイス神学校にて TSM (Master of Sacred Theology)を取得。
1948 年　独立長老伝道会の宣教師として来日。
1949 年　東京基督神学校を設立し、証拠論、ギリシャ語等を担当。
1979 年　アメリカに帰国するまで 31 年間にわたり、日本宣教、及び神

学教育に携わる。
　　　　　帰国後は、The US Center for World Mission in Pasadena、またThe 

Japanese Evangelization Centerの議長として活動。
2013 年 9月 29 日　カルフォルニアにて 98歳で召天。

著書　Philip Foxwell: Missionary Magician (Pasadena: William Carley Library, 1989).


